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るものと考え，テンプレートを用いる合成計画を立案した。すなわち 2 つの相異なる 2 -ハロベンゼン類をテンプレー
トに導入し分子内 Ullmann 反応を行った後，テンプレートを除去することにより，目的とする非対称2， 2' -置換
ビアリール類を合成する計画である。本合成計画を実現するためには，テンプレートの選択が重要であり，それは以
下の 3 つの条件をすべて満足するものでなければならな L、。1)テンプレート上に 2 つの相異なる 2 -ハロ安息香酸残
基を位置選択的に導入できる。 2) テンプレートが，分子内 Ullmann 反応生成物へ至る遷移構造を安定化させ，そ
れにより分子内 Ullmann 反応が好収率で進行する。 3) テンプレートの除去を位置選択的に行うことができ，さら
に2， 2' 位の置換基をそれぞれ独立して他の官能基へ変換することができる。
これらの条件を満足するハロベンゼン類として 2 -ヨード安息香酸を選択し Ullmann 反応を好適に進行させる
テンプレートについて検討を行った。テンプレートを選択するための基礎的な検討として，まず生成物の収率に及ぼ
す環の大きさの影響を検討した。すなわち，種々の長さの α ， ω ーアルカンジオールの 2 -ヨード安息香酸ジエステル
の分子内 Ullmann 反応を行った。その結果， 11員環を生成する分子内 Ullmann 反応において，反応が好収率で進
行し，テンプレートは生成物を11員環に閉環させるものが適していることが分かった。テンプレートが残りの条件を
満足する必要から，相異なる反応性を示す水酸基を有し生成物が11員環を形成することができるサリチルアルコール















プレートとして用いる 2 -ヨード安息香酸ジエステルの分子内 Ullmann 反応は，置換基の種類および置換様式にか
かわりなく好収率でカップリング生成物を与えることが分かった。













合物の肝障害保護作用に関する構造と活性の相関を明らかにした。さらに， N-C 2 -hydroxy- l, l-dimethylethyl)-





高橋君は対称ビアリール類の合成に用いられている Ullmann 反応をテンプレートを用いて分子内 Ullmann 反応
に拡張し非対称2， 2' -置換ビアリール類を効率的に合成する新規方法論の開発に成功した。この方法を用いて，多
様な非対称2， 2' -置換ビアリール類を合成し，この中より N-C 2 -hydroxy -1, 1 -dimethy lethy 1) -4, 5 -dimethoxy-
5' , 6' -methy lenedioxy -2' ー Co-tolyloxycarbony1) biphenyl- 2 -carboxamide が最も強い作用を示すこと見い出
し，又これらのビアリール類の構造と活性の相関を明らかにした。
これらの研究成果は，博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認める。
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